
   
     
   

　
第
十
八
回
広
島
県
健
康
福
祉
祭

が
九
月
二
、
三
日
の
二
日
間
、
広

島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
。

 

今
年
は
「
ひ
ろ
し
ま
健
康
づ
く
り

県
民
運
動
推
進
会
議
」（
以
下
、
健

民
運
動
推
進
会
議
）
が
発
足
し
た

こ
と
か
ら
、
三
日
は
そ
の
設
立
記

念
大
会
と
し
て
行
わ
れ
た
。

　
式
典
で
は
、
ひ
ろ
し
ま
県
げ
ん
き
・

健
康
大
使
に
任
命
さ
れ
た
三
名
を

代
表
し
て
タ
レ
ン
ト
の
緒
方
か
な

子
氏
が
登
場
し
、
藤
田
雄
山
知
事

よ
り
委
嘱
状
を
受
け
取
っ
た
。

 

そ
の
後
の
「
県
民
健
康
づ
く
り
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
は
、
医
学
博
士

の
松
原
英
多
氏
が
講
演
。
簡
単
な

こ
と
を
継
続
す
る
た
め
の
「
こ
れ

だ
け
健
康
法
」
を
紹
介
し
、「
日
常

生
活
の
『
つ
い
で
』
に
行
う
こ
と

を
健
康
づ
く
り
の
『
き
っ
か
け
』

に
し
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
た
。

 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

健
康
大
使
の
緒
方
氏
、
元
広
島
東

洋
カ
ー
プ
選
手
の
木
下
富
雄
氏
を

パ
ネ
リ
ス
ト
に
招
き
「
健
康
は
自

分
で
つ
く
る
。」
と
題
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
の
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
話
し
た
。

 

こ
の
度
の
福
祉
祭
で
は
、
別
会
場

で
「
ふ
れ
あ
い
交
流
・
体
験
コ
ー

ナ
ー
」
と
し
て
県
内
の
各
種
団
体

が
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
に
ぎ
わ
っ
た
。

 

当
会
も
「
筋
肉
量
測
定
」
コ
ー
ナ

ー
を
出
展
し
、
来
場
者
の

筋
肉
量
の
測
定
と
指
導
を

行
い
、
最
も
人
気
の
あ
る

ブ
ー
ス
の
一
つ
と
な
っ
た
。

 

健
民
運
動
推
進
会
議
で

は
今
年
度
「
ひ
ろ
し
ま
県

民
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
」

を
実
施
予
定
。
幅
広
い
団

体
が
一
体
と
な
っ
て
、
こ

の
運
動
を
推
進
し
、
県
民

の
健
康
づ
く
り
支
援
を
行

っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

る
。

◆女性85.99歳　男性79.19歳　07年日本人平均
寿命
　厚生労働省が発表した ｢簡易生命表｣によると、
日本人の 2007 年の平均寿命は女性 85.99 歳、男
性 79.19 歳で、いず
れも２年続けて過去
最高を更新したこと
が分かった。女性は

23年連続の世界一となったが、男性は前年の２位
から３位に順位が下がった。
　厚生労働省は ｢日本人の三大死因であるがん、心
臓病、脳卒中の治療成績向上が平均寿命を延ばす方
向に働いた。今後も同様の傾向が続くだろう｣ と分
析している。
　これらの三大死因が克服されれば、平均寿命は男性で 8.25 年、女性で 7.12
年それぞれ延びるとみられている。　　　　　　　　　　　　   　　（８／１）
◆ 節水実践　最高の72％　浄水器設置3割を越す
　内閣府が発表した「水に関する世論調査」で、風呂や洗濯などに使う水につ
いて「ある程度節水している」「まめに節水している」と答えた人は計72.4％で、
2001年の前回調査に比べ7.5ポイント増え、同様の調査を始めた1986年以降で
最高となった。
　また、水の飲み方を複数回答で尋ねると、｢水道水をそのまま飲む｣ との回答
が37.5％で 1位だったものの、｢浄水器を設置｣ も 32.0％、これに ｢ミネラルウ
ォーターを購入｣が続き、消費者の ｢おいしい水｣志向もうかがえる。
　節水を実践していると答えた人に、具体的な取り組みを聞いたところ、「風呂」
での節水が 71.2％でトップ、次いで「洗濯」55.6％、「洗面」50.3％、「炊事」
40.8％の順となった。
　一方、「節水は必要と思いながら、豊富に使っている」「節水は考えずに豊富
に使っている」と答えた人は25.8％だった。　　　　　　　　　  （８／１０） 
◆ 全国学力調査　朝食をとる子は好成績
　文部科学省が公表した小学６年と中学３年を対象に行った全国学力・学習状
況調査で、朝食を毎日食べる児童・生徒ほど正答率が高くなることが分かった。
　朝食を食べる頻度を４段階に分け、国語と算数(数学) の正答率との相関を
比較し、基礎的な知識を問う ｢算数 (数学 )Ａ｣ の正答率は、毎日食べる児童・
生徒がそれぞれ74％、67％に対し、全く食べない児童・生徒が55％、46％と小
中学校とも約20ポイントの差が見られた。政府の ｢早寝早起き朝ごはん｣ 運動
の発起人は「朝食の摂取は生活習慣がきちんとしていることの反映で、その結
果だろう。血糖値や体のリズム、脳の活動を整えるなど生理的な要因もある」
と分析する。　　　　　　　　　　　                          （８／３０）
◆ 認知症で入院増　長期入院6割
　厚生労働省が行った調査によると、認知症の入院患者が 96年から 05年まで
の９年間で４万３千人から８万３千人と倍増したことが分かった。急な高齢化
で重度の認知症の人が増えているため、約６割が１年以上の長期入院で、退院
後の受け皿不足による「社会的入院」が相当数いると見られる。
　認知症の場合、主な症状の物忘れだけではなく、妄想や暴力、徘徊などの症
状が重い時は入院治療が必要だが、重度の妄想や暴力は通常１～２カ月の治療
で改善するとされているが、１年以上の長期入院患者は05年時点で57％、５年
以上の患者も15％にのぼる。症状が回復しても、家庭や施設などの受け入れ先
がなく、退院できない人も相当数いるとみられる。
　認知症の高齢者の数は02年時点で149万人で、15年には推計で250万人に増
える見通し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９／３）
◆ 食品ロス3.8％　単身世帯は改善
　農林水産省が調べた家庭での廃棄や食べ残しなどの食品の割合を示す2007年
度の ｢食品ロス率｣ が、前年度より0.1ポイント増え3.8％となったことが分か
った。７割が、食べられない部分を取り除く場合に食べられる部分まで多く取
り除いてしまう ｢過剰除去｣や、賞味期限切れなどで使わずに捨てる ｢直接廃棄｣
だった。一方、単身世帯では改善傾向がみられた。
 1人 1日当たりの食品ロス率量は42.3㌘で、過剰除去される量の多い食品は野
菜類、果実類、魚介類の３品で７割近くを占めた。
 最もロス率の高かったのは単身世帯で4.6％で、前年に比べて1.8ポイント減
った。ついで２人世帯(4.0％) 、高齢者のいる３人以上世帯(3.7％)、高齢者
のいない３人以上世帯（3.6％）だった。　　　　　　　　　　　　　（９／７）
◆ 100歳以上女性3万人超す　
　厚生労働省が行なった調査によると、全国の100歳以上の高齢者が過去最多
の 3万 6,276人に上り、うち女性は３万人を突破していることが分かった。全
体では昨年を3,981人上回っており、男性は初めて５千人台となった。
　女性は 3,531 人増の３万 1,213 人、男性は 450 人増の 5,063 人で、女性が
86.0％を占めた。
　人口10万人当たりの100歳以上の高齢者数は28.39人で、都道府県別では沖
縄県が36年連続トップで61.03人。次いで、島根県(58.89人 )、高知県(54.09
人 )、熊本県(47.26人 )、鹿児島県(46.99人 )の各県が続いている。
　最も少ないのは19年連続で埼玉県(14.22人 )。次いで、愛知県(17.00人 )、
千葉県(19.17人 )、青森県(19.97人 )の順だった。　　　　　　　（９／１３）
 


